
精神薄弱児に対する Sodium Glutamate注射療法

過去8年 間 の治療成 績 と臨 床観 察

弘前大学医学部精神医学教室

田 中 善 立

著者の教室では Sodiumglutamate注射療法が,精神薄弱児の

知能面および社会適応性 ･情動面の改善に,どのような影響をおよ

ぽすかを研究してきた.すなわち,2%および5%Sodiumglut8-

mate各5eeの頚動脈注射を,過1回,20回1クールとして施行し

たのであるが,今回著者はその過去8年間の治療成績 ･臨床観察を

行った.その結果からみた glutamicaCid が精神薄弱児の人間像

全休Iとおよぽす臨床的意義についても検討した.さらに特異な症状

を有する精神薄弱児の2症例に,Insulin-shock治療を応用し,そ

の際の昏睡から覚醒へ導くのに,20% Sodiumglut&mateを用い

て臨床的に有効性が認められた経験などから,今後この方面の研究

に何らかの示唆を与えんとした.- いずれにせよ,治療効果には

必ずしも著効があるとはいい得ないというところであったが,精神

薄弱の薬剤治療,その効果への可能性は見出されるものといわなけ

ればならない.

Ⅰ. は じ め に

児童精神医学の領野において,･精神薄弱児の

問題が,大きなそして重要な分野を占めている.

それにもかかわらず精神薄弱に対する精神医学

的対策は,きわめて消極的かつ姑息的なもので

あって,これを揖極的に治療するということは

不可能であると,なかば諦らめに似た気もちが

深く広がっているようである.

このような現況にもかかわらず,精神医学的

に,とくに薬物による治療方法および治療成績

については,今日まで数多くの研究1)～J)9)-ll)22)

がある.なかんずくglutAmi0acids)B)18)23)の問

顔,γ-8minoblltyricacidl')21),脳水解物7)の

問題は,脳代謝において重要な位置を占めてい

ることが生化学的に研究され,動物実験から暁
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床的応用の域にまで発展してきた.

弘前大学医学部精神医学教室では,1950年以

来精神薄弱児の治療に E-Sodiumgllltamate注

射療法を応用し,すでにその術式1°)と臨床成

績20)の概略は報告されているが,その後それら

の治療例の経過を再診査し,治療後最長8年に

おける現状を把握することができたので,その

所見,とくに本治療成績を総合的に検討しさら

にわれわれが行った Sodium glutamateの病

態生化学的1̀)研究成績から得た新しい治療方法

について報告したいと思う.

ⅠⅠ. 研 究 資 料

われわれは,1952年以来,弘前大学医学部附属病院

神経科外来通院の椅神薄弱児ならびに弘前,青森,八

戸各市の小中学校特殊学級児童に対して,Sodium

l
-104-



1960 田中:精薄の Sodiu･mglutamate注射療法

glutamate注射を施行し,その5年間の経過を精神医

学的に観察できたものはすでに報告13)したが,それら

の成槍をその後さらに追求できたものと,1956年以来

さらに新しく当科外来で治療した者が本研究の対象で

ある.

そのうちわけは,1952年から1956年までに Sodinm

glutamate注射療法をうけたものは]21名で,1956年

から1959年まで同治療をうけたもの11名,また1952年

から1959年まで同治療をうけつづけた別の1群は㍊名

であって,これらに無注射対照例 8名を加えた総計

173例が,本研究の対象である.

こころみに当教室を訪れた精神薄弱児を,年度別に

調べてみると,第1表に示すごとくである.

第1表 精薄児の来陵頻度

第2表 治 療 方 法
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経口法 :経口投与･･- ･-1日平均10g,6カ月～1年
注射法 :1)頚 動 脈 注 射

2)肘 静 脈 注 射

3)脳脊髄液控内注入)

1週1回,20回を…1クール
使用薬剤およびその量

1. 2%グルタミン酸ソーダ5cc

2･ 2%グルタミン酸ソーダ5cc+ビタミンBl
lOmg

3. 5%グルタミン酸ソーダ5cc

4. 5%グルタミン酸ソーダ5cc+ビタミンB1

lOmg
5. 5%グルタミン酸ソーダ5cc+20%グルコーゼ

5cc+ビタミンB630mg

昭和27年度 1 730 114
.

鴨1 72 I 18 1 13

昭和28年度 1 861 188 1 10.2 1 61 1 12

昭棚時庭:854i72 L 8.4 1 49 'l 8
昭和30年度 J 855 153 1 6.2 1 32 J 10 l 13

昭和31年度 l 961 6.4 140 1 9 1 12
昭和32年度 ll触1 67 1 6.4 1 43 112 1 12
昭和33年度 1173 174 l ･6.3 1 59 1 4 1 11

精神薄弱の分類方法町はいくつかの難点がある.な

ぜならば,精神薄弱は原因,症状,病理所見などが必

ずしも平行しないからである.われわれは知能指数

(IQ)20以下を白痴群,21-50を魯鈍群,71-90前後

を遅滞児群または境界線群とした.そしてそれらの精

神薄弱児を実地臨床的立場から,先天性,後天性,て

んかん性として分類した.

ⅠⅠⅠ. 研 究 方 法

1. Sodiumglut&mateによる治療方法には第2

表に示したごとく,経口法と注射法がある.われわれ

は注射法を行い,主として頚動脈注射方法で,週毎に

左右交互に注射部位を選んだ.注射回数は,1過1回

の割で20回を1クールとした.

2. 使用した注射液は第'2蓑に示してあるように,

2%および 5% Sodium

glutamate;2および5%

% Sodiumglutamate+

VitamineBllOⅡ1g;5%

Sodium glut&mate+20%

Glucose+Vit&ninB630

mgの5種類である.

なお,てんかん性精神薄

弱児に対してほ上記薬物の

他に抗てんかん剤を併用し

た.

3.本療法の効果を判定

するに当っては,鈴木-

Binet式知能検査,乳幼児

精神発達検査,Rorschaeb

test(早稲田改訂式),･脳

妓検査などを施行して得た

結果と,それに加えるに家鮭における生活態度や学業

態度 ･成績などを,家族ならびに担当教師から聴取し

て,総合判定した.

研究の効果判定成績は注射前後比較検討され,治療

後最長8年間の精神発育状態が追求された.

効果の総合判定成績は,IQ平均値の変動と,社会

性ならびに情動面における変化の概略を稔合して,+,●

士,-の符標で示した.したがってそれらは上述の諸

検査の判定を加味し,さらに社会性ならびに情動とい

った人間像全休の観察を主休とした所見である.すな

わち,+ (発達)とは注射前に比較して,家庭や学校

生活などで,明らかに社会性および情動を増したもの

を示す ;士 (不変)とは注射前と比較して,社会面お

よび情動面に性とんど変化がみられずかつ悪化の傾向

をも示さないものを示す ;- (退行)とは家庭的取扱

11n51



192 児童精神医学とその近接商域

いがますます困兼となり,注射前に比較して非社会性

を増したものを示す.

ⅠY.治 療 成 績

1. 2% SditLn glttamate5cc頚動脈

注射群

2%Sodiふm ghtamate頚動注を施行し,
注射前および注射後6カ月目,5■年目,8年目

の成績を示したのが第3表である.

a)先天性精神薄弱児

まず最初に-5年間治療例群の経過成績をみる

と,男 ･女の+ (発達)の各7例 ･5例は,他

の例に比して家族の理解が深く,家庭環境は比

較的良好なものであった.IQの面では5年間

の経過中,ときに上昇,下降の軽度の変動がみ

られたが,5年後は治療前と大差はなかった.

しかし暦年令を増すごとに社会適応性を増し,

家族の指示にしたがって簡単な労働に従事し

ている.

± (不変)の16例は男女ともに,治療後約1

年くらいはIQの上昇と,精神活動の積極性が

みられ,家庭においても比較的和合的で,とく

ペうな問題はみられなかったが,その後しだい

に治療前の状態に戻り,家族はつねにその子の

ために頭を悩ましている.

- (退行)の11例は家庭における養護が困難

で,非社会的傾向もみられた.

つぎに治療後8年目までに観察できた7例に

VOL.1,No.2

ついてみると,男子の1例を除いては,すべて

不変と退行のみであった.このことは,何らか

の問題を持った者でなければ,ほとんど外来を

訪ねないための結果であろうとも考えられたが,

しかしこの7例の治療後の経過をみると,注射

後6カ月,5年まではIQの上昇がみられ,社

会性並びに情動面でも+ (男3例,女2例),

± (男2例)の群に属していた者であった.そ

れが治療後8年目で男平均 IQ+2.1の上昇が

みられたが,社会適応性は5例中1例+(発達)

をみたにすぎず,女子の2例は平均 IQ-1.3

の下降がみられ,情動面においても± (不変),

- (退行)であっ七.

b)後天性精神薄弱児

男女ともに治療後 6カ月までは,IQおよび

社会適応の面で一時的の改善がみられたが,1

年後にはもとの状態に戻り,以後麿年令の増加

とともに家庭の指導が困難となっている.治療

後8年では男平均 IQ-0.5下降,女も同様IQ

-0.5の下降がみられ,情動面の不変,退行を

示し,結局治療効果は認められなかった.

¢)てんかん性精神薄弱児

男子8例中の4例はIQの上昇と情動面の発

育もよく,社会適応性を増している.女子の例

を除いては,てんかん性精神薄弱児は,てんか

ん性感撃発作がある故にか,本人も家族も治療

面に熱心でかつ抗てんかん剤の■服用も比較的規

第3表 2%グルタミン敢ソーダ5cc章動注

注 射 後 ･l注射後6カ月 l注射後5年 l 注射後8年

性

先天性精薄児 12101

104 2

43.2 9'10 4

42.3 6 5 5

41.8 7 10 6

39.8 5 6 5

542.1131

237.5011

後天性精薄児 ; 72138 40;51芸 芸 ; ;:)4128:≡

てんかん性精薄児
… ; ; 芸 l53…二6? ; .2 :l芸.一三 三 ; …l芸:8. 5.三 ;

86.6 4 7 1186.0 83 1189.0 9 ■3 0

-1M-

遅滞児(境界線児) 385.0300

0
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則正 しく,その故に結果的に治療効果 も他例よ

りは一段と上廻っていた.

d)遅滞児 (境界線児)

治療 した男子12例のすべてに IQの上昇がみ

られた.その上昇程度 も他群に比較す ると高 く,

社会性並びに情動面の発育も極めて良好で, 5

年後 も75%の発達を示 し,IQ は治療前に比 し

平均+8の上昇を保持 していた.8年後に観察

できた3例はすべて就職 し,簡単な労働に従事

していた.

2･ 2% SoditLTtlgltLtanat.e Scc+

VitamineBllOng零動脈注射群

2形 Sodillm gllltamate+VitamineBl額動

注を施行 したものの,注射前後の治療成績を第

4表に示 した.

被験例の男子 3例は注射後共に軽度の IQの

向上がみ られ,治療後 8年間ほぼ同程度の知能

水準,すなわち平均 IQ+3め上昇を保持 して
いた.そのうちの1例は社会適応性 もよく,か

んたんな労務に従事 している.

被験例の女子 1例は,治療後 8年で IQ-3
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の下降がみられ,情動面は不変で治療前と変 り

ない状態像であった.

3. 5% SoditLm gltLtaTtLate5cc類動舵

注射群

第 5表に, 5%Sodillm glutamate頚 動注

を施行 した例群の実験結果を示 した.

a)先天性精神薄弱児

被験卿 ま男子の 3例 である. 注射直後 平均

IQ+5の上昇,特 に情 動面の安定化が著明で
あった.注射後 6カ月で平均 IQ+2.5の上昇

がみられ, 3例中2例に社会適応性が顕著にみ

られ, 1例に退行が観察された.注射後 5年で

は IQの変動はみ られず, 1例に社会適応 と情

動の安定性がみ られた. 注射後 8年 で は平 均

IQ+1.0の上昇がみ られた.社会適応性並びに

情動の安定化は3例中1例にみられ,治療によ

る有効率は33.3%であった.

b) 後天性精神薄弱児は被験例女子 1例の

みであった.注射後 5年で IQ-4.0の下降が

みられ知能面での退行があった.社会適応面,

情動面において± (不変)であって,治療的影

第4表 ･2%グルタミン敢ソーダ5cc+ビタミン BllOng頚動注

経 過 J 注 射 前 l 注 射 後 J注射後6カ月 J注射後5年 l注射後8年

也

第5表 5%グルタミン敢ソ.-ダ5cc雫勅注

注 射 前 J 注 射 後 r注射後6カ月 l注射後5年 l 注射後8年

也

先天性精薄児 t8 311･340･5145･5300[43.020140,5 1 1 1 1 3 41.5 1 1 1

後天性精薄児 巨 111･359･Ol57･0010155.0010 55.0 0 1 0 1 0

I8 310･038･OJ43･0
てんかん性精薄児巨
18.627.0131.0

遅 滞 児

40.0 1 1 1

古 2 8.574.0 00110970

1108701
-1α7-
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~菅はみられなかった.

e)てんかん性精神薄弱児

被験例の男子3例は,知能面での改善はけっ

して著明でなかったが,8年間の経過観察にお

いて,平均 IQ+2.0の上昇がみられ,3例中

1例に著明な情動面の安定化,社会適応性の傾

向が増加していた.女子の1例は治療によって,

知能面のわずかな変動が見られたに過ぎず,悼

動面の改善はみられなかった.

d)遅滞児

男子2例の5年間の治療成練では,ともに知

儀の向上が認められた.すなわち平均IQ+5.0

の上昇をみた.一方,情動 ･社会性の面では2

例中1例に覇者な改善がみられ,家庭生活に協

同的,素直,従順である.1例は治療前と大差

がなく± (不変)であるが,家庭においてとく

ペつな問題はみていない.

4. 5% SoditLn gltLt&n&te5cc+

Vit&ninelも10ng賓動脈注射群

精神薄弱児9例と遅滞児4例に,5% Sodillm

glut8mate+VitamineBlの混合頚動注を施行

し,8年間の臨床経過を観察した結果は第6麦

に示す通りである.

a)先天性精神薄弱児 一

被験例の男子2例の注射前の IQは平均51で,
注射後6カ月までは平均 IQ+1.0-+2.0の上

昇を認めたが,1年後には低下をきたし,8年

後では冶轟前とまったく同 じくIQ51であっ

た.

VOIJ.1,No.2

社会適応および情動面では,治療経過中に,

発達 ･不変 ･退行の動揺がみられたが,8年後

2例中1例は発達,他の1例は不変であった.

b)てんかん性精神薄弱児

被験例3例はともに治療後 IQの一過性の上

昇がみられたが,5年後,8年後に治療前の状

態に戻った.

C)遅滞児

被験者の男子3例,女子1例にともに IQの

上昇があり,8_年後平均 IQ+aOの上昇がみ
られた.女子の1例は治療後+8,6カ月+ll

の上昇をみ,情動面の改善も顕著であった.男

子の1例は治療後8年には社会的適応が増加し,

安定した社会生活をしている.

5. 5% SditLn gltLhn&te5cc+20%

GltLCOOe5cc+Vit&nineB｡30mg頚

動脈注射群

先天性精神薄弱児11例 (男8例,女3例)に

対し,5% Sodium glutamate+20% 0111008e

+VitamineB6混合覇動注を施行し, 3年間の

臨床経過を観察した結果は第7表に示す通りで

ある.

被験例のうち暦年令16才の女子は治療によっ

て IQに変動がみられず注射前とまったく同じ

く31であったが,情動面の安定化,社会的適応

傾向がみられ,家庭生活が幾分なりともよくな

ったといって,家族が喜んでいた.しかし積極

性に乏しく人間全体像としては+ (発達)とみ

なすほどではなかった.

第6表 5%グルタミン穀ソーダ5cc+ビタミンB110mg頚勧注

注 射 前 l 注 射 後 l注射後6カ月 l 注射後5年 l 注射後8年

葺睦笹葺笹室賀笹
先天性格薄児

8210.151
♀ 412.149

52 1 1 0

57 1 2 1

53 1 0 1

54 2 1 1

50 1 0 1

52 2 1 1

2 51 1 10
0

てんかん性桐 児L冒 79::芸55 0 1 1

30 0 0 1

50 0 0 2

46 1 0 0

46.50 1 1

遅 滞 児
8310.283♀18.68490 2 1 092 1 0 0

-100 -
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第7表 5%グルタミン酸ソーダ5cc+20%ケルコーゼ5cc+ビタミン B630mg頚動注

性

S 1 7 l61 ･ l10 63 ･l10 60 . 65 ●l

杏 l 7 ≦29 ･ i12 19 ･120 2 1 . j 20 .
早 Il 7 Ii6 ▲I19 30 ･r20 35 . J20 30 .

杏 l 8 l す7 ･ l13 45 ･一25 47 .I20 50 .
ち l 6 I 48 ･i l20 48 .126 48 .
a l 6 25 ･I7 20 ･l.10 -25 .l 20 .
早l620 ･J8 2畠 ･巨0 25 .J7 23 .
杏l4r25 ･J5 25 ･llM 5 Tl 25.
杏 一 9 l84 .a 10 84 ●5 85 ●85 ●

治療前 IQ26の女子 (暦年令7才)では注射後

3カ月の IQ30で,+4.0の上昇がみられ,同

時に情動面の活溌化,不安定化が顕著であった

が,治療がすすみ6カ月後,3年後には社会的

適応傾向がみられ,家族のいうことに従順にな

った. ･

被験例全体としては IQの変動には大差が認

められない.すなわち治療前の平均 IQは40.2

で,治療後 3年のものは平均 IQ42.0で,+

1.8の上昇がみられたにすぎない.しかし社会

適応面 ･情動面をみると,治療後3年で,+発

達が11例中■5例あって,全体として約45%の改

善がみられたことになる.

6. 無注射対照群

以上はすべて Sodinm glntamate注射例の

経時的所見である.これらの治療成績を批判す

るためには,無注射対照群を選び,その経時的

観察を行ったものと比較検討しなければならな

いと思う.しかしこのような意味で観察できた

対照例はきわめて少なく8例のみであった.つ

ぎにその所見のあらま しをまとめて第8表に

示す.

195

これら無注射群は,就学延期のためとか,慕

庭内の問題があったときに多く外来を訪ねて来

たもので,8例とも,比較的家庭環境の悪い者

であった.知能面も社会的適応面も暦年令に平

行して改善されるような低向は,まったくみら

れなかった.

7. 5% SoditLm gltLtamate5cc+

VitaTtLitLeBl10mg肘静脈注射群

以上の所見はすべて頬動注群のそれであって,

Sodium glutamate頚動注の精神薄弱に対する

治療効果が,注射部位によっても異るか否かを

知るためには,無注射群との比較のみでは不充

分であろう.この意味で肘静注が試みられた.

第9表はその実験成績である.

被験例中遅滞児は,男子で平均 IQ+4.3の

上昇,女子で平均 IQ+2･0の上昇がみられた.

社会適応性も12例中9例にみられ,75%の改善

が観察された.

先天性精神薄弱児では,知能面の向上はみら

れず,情動面の改善では8例中5例に効果がみ

られた.

後天性精神薄弱児では,知能面でも情動面で
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第8喪 無 注射 対 席 例

VOIJ.1,No.2

第9養 5%グルタミン酸ソーダ5cc+ビタミンBl10ng肘静注

も効果を期待することが出来なかった.

てんかん性精神薄弱児の男子では,平均 IQ

+2の上昇と66.6%の社会適応面の改善がみら

れた.女子の1例は不変であった.

8. 精神薄男児に対する InSttlitL-Bhoet 療

注の応用

つぎにわれわれは精神薄索児に対しIn8uliJl-

shock療法を応用し,噂眠或いは昏睡から覚醒

へ導くさいに,SL)diumgllltaZnateを使用し興

味ある所見を得た例を経験したが,このことは

精神薄弱児に対する従来の Sodiumgllltamate

注射療法に,ある示唆を与えたように考えられ

るのでその症例を述べてみる.

症例 1, 18才,早,白痴

家族歴 :実弟の1人が精神薄弱児.

胎生期･出産時異常なく,身体的発育普通.3才頃

から喋る真似をするが言葉にならない.着衣,脱衣で

きず,学校教育ほうけたことがない.初経は14才で普

逮,順調である.15才頃からおこりっぼくなり,Hァ

プアッ"と叫んで物を投げ破る.粗暴･興奮的で年下

の子供を叩く,大小便の用をひとりでほできず,食事

も1人ではとれない.

入院時.･上記症状と同じで,脳波ではdiLFusebrain

dam8geという印象であった.

Chlorpromazin'eやその他の薬物療法では無効に終
った.

そこで In8山in-Sh批k治療を施行してみた.In-

Bulin150単位で昏睡がみられたが,いっも覚醒が恵
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く,その上てんかん性軽挙発作が重積したので,昏睡

3回目を以って,一時治療を中止し,その後Ins山in-

subshock療法に切りかえた.そして毎回にわたって,

噂眠状態から完全覚醒へ導くさいには,50% Glucose

20cc+20%Sodiumgluhmate20cc十VitamineB6

30mgの混合静注を行った.このような覚醒方法で,

･ ∫nsulin-subsh伽k30回行ったが,subsh伽k20回日頃

から,情動の "不安定化･うるさい感じ"がみられ,

つづいて活溌性が目立ち,●やがて積極的に大小便をひ

とりでし,ひとりで食事をとるようになった.言葉は

いぜんとして不明瞭であるが,弟の名を "タダシ"と

はっきり呼び,喋る内容がいくらか豊富になった.

現在は,食事･大′J､便 ･脱衣着衣は1人でやり,香

護面の改善は著明で,テレビ視聴時間には背と一緒

に静かに最後までみている.さらに Sodium glut&-

m8te頚動江を続けているが,医師を見ると"ドゥチ

ュゲ'といってニヤニヤする.そして今のところでは

悪化･退行の兆はみられない.

症例 2. 19才,8,重症痴愚

家族歴 :実母は先天盲,家系に脳出血の負因が認め

られる.

胎生期･出産時異常なく身休的発育は普通.I
粗暴,興奮と盗車のために入院した.

入院時:左右の判別と金銭の計算不能,色彩の各称

を知らない.物 交々換は比較的上手である.入院間も

なく,衣服･布EE･窓ガラスを破壊する.粗暴の振舞

いが多く,女子をみると追跡する.

Chlorpromazineや Reserpineなどの薬物治療に

よって鎮静がみられなかった.電気衝撃療法も無効に

終り,最後に lotx)tomyを施行した.この精神外科

療法もまったく効果を期待することができなかった.

そこで,こころみに Insulin-shock治療を施行し,

覚醒の際に前例同様の覚醒方法によって,20% So-

diumglutamate20ccとVitamineB630mgを50

%Glucose20eeに加えて静注した.昏睡10回目から
急に落着の傾向がみられ,命じられると素直に部屋の

掃除をしたり,配善の手伝をするようになった.

昏睡43回で治療を打ち切って経過を観察した.情動

面の安定化が顕著で,簡単な作業に従事するようにな

ったが,知能面の改善はみられず,IQ40であった.

このような状態が治療後3カ月半みられた.治療後4

カ月目からふたたび粗暴な振舞が多くなったので,堤

在 SodiumglutAm8te覇動注を喝行し経過を観察し
ている.

197

Ⅴ.考 按

以上の実験結果から,精神薄弱児 に対する

Sodiumglutamate注射療法の治療効果につい

て考察する.まず知能に対する Sodium glut8-

mateの影響をみると,2%Sodiumglutamate

頚動注群では (第3表参照)先天性精神薄弱児

の平均 IQが,治療前39.4,注射後44.3,注射●

後6カ月42.7,注射後 5年40.8,注射後 8年

39.8であって,結局注射前の IQに比較すると

注射後 8年のそれでは,平均 IQ+0.4の増加

がみられたにすぎない.しかしこの程度の増加

は,無注射対照群 (第8表参照)の+1.0上昇

に比較すると,知能面の改善は下廻ることにな

る.つまりこの治療方法では知能面の向上は期

待できなかったということができ.よう.

さらに 2% Sodium glutamate+Vitamine

Bl頚動注による場合では (第4表参照),治療

前と治療後8年の IQは平均ともに65であって,

知能面の向上はみられなかった.

5% Sodium glutamate頚動注 した場合で

は,一過性に IQ+5.0の上昇があったが,注

射後8年で平均 IQ+1.0の上昇を示し,これ

は無注射対照群の平均 IQ上昇 +1.0と同じで

あって,治療による効果とは判定できかねた.

同様に5形 Sodium glutamate+VitamineBl

混合額動注群においても,知能面の向上 はま

った くみ られなか った.さらに5% Sodium

glutamate+20% Glucose+VitamineB6混合

頚動注群(第7表参照)では治療前平均 IQ40.2

が治療後 3年で42.2であった.

山村19)20)等は2年間の経過観察で- 2% So-

diumglutamate頚動注群の平均 IQ増加+6:6

をみていたが,その後の経過 5年の観察をした

教室の菅原の成績では,平均 IQ増加 +3.4で

あった.われわれの治療後8年の平均 IQ増加

は+0.4であった.

第3表～第 7表に示した通り,大休いずれの

症例においても,治療直後は IQの上昇が認め

られるが,その後1年位から低下あるいは不変

の経過をたどり,治療後8年ではほとんど治療

.前の知能水準に止まるのが観察された.
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境界線児の知能面に対する Sodium gluta-

mate頚動注療法は,他群に比較してもっとも

効果的13)20)であるといわれているが,しかし本

実験結果からみると,それ程顕著なものでなか

った.第3表に示したごとく,治療後8年で平

均 IQの増加が +4.0であったにすぎない.た

だ境界線児においては,全例に IQの恒常的上

昇または不変といったやや正常の発育傾向が観

察された.その他,後天性精神薄弱児,てん

かん性精神薄弱児の知能面 に対す る Sodillm

glutamateの影響も,先天性精神薄弱児に対

する場合本治療法の効果は僅少であるとの判定

を下さざるをえない.

そこでわれわれの治療方法が他の Glutamic

acid投与方法と比較して,効果が少いものか

どうかを検討してみる.

従来,01u-tamiC8Cidの精神薄弱に対する治

療方法には,第2表に示した如き種々の方法が

あり,それらの治療効果は極めて区々である.

まず経口投与による治療は,Albert,Eoch,

Waelschl)等によって行なわれたが,かれらは

8例の精神薄弱児に10-12gの Glutamicacid

杏,連日1年間与え,IQ+5-+7の上昇を
みたが,服用を中止したらIQが低下したと報

告し,臨床的意義の少ないことを認めている.

Zimmerman32)26)らの252例について,平均15

-30gの大量の 01utamicacidを投与 した2

VOIJ.1,No.2

年間の観察では,最初の半年で IQ+5.11上昇,

次の､ト年で+1.6の上昇があったのみであると

述べているし,EIson3)らの OlutAmicacid経

口投与法の追試の結果によると,GllltamiC

8eidは知能面の改善効果はないと報告してい

る.

また,SodiulngllltLamateの髄暇内注入法に

よって,精神薄弱児の治療を行った佐藤15)らは,

知能の改善は期待できなかったと述べている.

これらの諸家の治療法による成績と,われわれ

の実験結果を比較検討してみると,結局,知能

面に対する Glutamicacidの作用効果は僅少

であるといわざるをえない.

われわれはさらに Sodillm gl11tamateの賀

動注法と肘静注法とによって,治療効果が知能

面lこどのような影響をおよぽすかを吟味してみ

た.その実験結果を第10麦に示 したが,それ

によると,動注法の場合には平均 IQ上昇が

+5.0,静注法では+2.3であった.この結果か

ら直ちに動注法が静注浩よりもすぐれていると

断定することは早計であろうが,しかしそこに

は動注の場合が静注の場合よりも平均 IQ十3

の庚位がみられた.これらの成績はそれぞれ1

クールの実験結果であるので,さらに長期間の

実験観察を行った.すなわち5年間の運時観察

を行った成績を一括して第9表に示した.第9

表と第5表に示した結果を比較すると,肘静注

縛10表 5%グルタミン酸ソーダ5cc+ビタミンB110mgの動･静注による治療効果比較
(1クールに上るIQ)

第1回テスト 知 能 l指 数
暦年令 (平均):注射前 (平均)i.+(,i,,911-,31

gi'ffiL(宰些L

先天性精 薄 児
58.3 63.5
1

60.0 1 60.0

後天性精 薄 児

てんかん性栢薄児

遅滞児(境界緑児)

対 照 児
(先天性精薄児) な し 1 2 l la30 1 5615
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群では平均 IQ+0.5の上昇がみられ,一方動

注群の治療後5年の平均 IQ+0.4の上昇がみ

られた.この結果を練合すると,動 ･静注によ

る治療効果には有意差がないことが判明した.

つぎに社会性ならびに情動面への影響につい

て考察する.

精神薄弱児に対する治療に当っては,ただ知

能の向上のみではなく,情動面の改善,そして

できるだけ社会適応への増強に努力すべきであ

ることは論をまたない.

われわれが今日まで施行した Sodilユmgllユー8-

mate注射療法が,そのような意味ではどのよ

うな役割をなしたであろうか.

本治療法による,3年 ･5年 ･8年の経過観

察によると,IQ が上昇したのにもかかわらず,

情動面の不安定をきたしたり,社会適応がさら

に困難となった例もある.

或いは逆に知能面に大した改善がみられない

のに,社会適応性を増した例もある.先天性精

神薄弱児に,2% Sodium glutamate頬動注

を行った場合には,注射後8年で,情動の安定

･社会適応性の増強が20%にみられた.2%

Sodiumgllltamate+VitamineBl頚動注群で

は25一%に改善が認められたが,さらに5%

Sodiumglutamate頚動注群では,その効果が

上廻り,33%であった.5%Sodiumglutamate

+VitamineBl頚動注群は注射後5年 ･8年に

50%の情動改善,社会適応傾向をみた..5%

Sodium glutamate+20% Glucose+Vitamine

B6預動注群では,注射後3年に45%の情動安

定化 ･社会適応性をみた.これらの結果はあた

かも注射術式,注射液の種類によって,効果が

異っているかのどとくにみえる.しかし被験例

の暦年令をみると判るように,暦年令9才を境

として,それ以上の年才のものは,比較的社会

適応に傾き,外見上落着き,情動の安定化がみ

られる.暦年令9才以下のものでは,外見上不

安定化 ･活溌化が顕著で,情動面の改善よりは

外見上の知能面の向上傾向がみられる.すなわ

ち,これらを総合すると,ある種の一定傾向と

特徴がみられ る. この特徴は注射術式ならび

第11表 グルタミン葡ソーダ注射治療による
全体的病態像の反応様式

塾堕五重･､

括
深
化
'
不
安
定
'
う
る
さ

い
感
じ

発
語
数
の
増
加

興
奮
性
'
粗
暴
性
の
傾
向

＼ ト _/ /

暦
年
令

3才-9才-15才

199

/幹的Arul

情
動
の
改
善
傾
向

落
ち
着
き
の
方
向

社
会
的
適
応
傾
向

(本反応はy2クエル時に顕著)

に注射液の種類にあまり関係なく,麿年令が低

いものはど治療に対する反応が顕著である.こ

の反応様式は第11表に示すようであって,暦年

令9才を境にして,それ以下の年才では動的方

向の反応を示す者が多く,その反応症状出現は

鴇ク-ル時に顕著であって,主として,うるさ

い感じ,不安定傾向,･活溌化,発語数の増加が

みられる.そしてこの傾向は境界線児が最も顕

著で,つぎに先天性精神薄弱児群であって,外

見上IQの上昇がみられる.一見情動の不安定,

非社会的傾向のように見えるが,やがて年令9

才を境として静的方向へ傾いていく.

後天性精神薄弱児は不安定性 ･興奮性,粗暴

性の傾向が顕著で,静的方向に傾いた時には,

一般に IQの低下傾向を示す.

てんかん性精神薄琴児群では,動的方向を示

す者が多く,興奮性,粗暴性の傾向をみるが,

しかしこの群に抗てんかん剤を併用していると

きは,この動的反応傾向を示すものは IQの上

昇となって現われ,かつまた動的反応症状も軽

減され,やがて社会的適応,情動の安定をみる

ものが多い.抗てんかん剤を併用しない例では

ほとんど全例に悪化 ･退行の傾向がみられる.

一般に治療前の IQ値の高いものほど,情動

安定効果が認められるが,社会適応性の面から

考えると,家庭及び特殊学級等のよい環境にあ

るものに多く情動の安定がみられる.実際に治

療によって著明に IQの上昇がみられたが,環
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境や情動に障害があって非社会的傾向を増した

例があった.したがって,これらのことから各

種類の注射液による治療効果を判定する場合で

ち,被験例の暦年令 ･知能年令 ･情動 ･環境等

を広く考慮に入れ,人格の全体的な向上をもっ

てしなければならないであろう.このことはま

た,山村19)20),菅原12)13)その他多くの研究者l).)

2.)25)の等しく強調していることでもある.

このような観点からわれわれの行った各種頬

の治療薬による総合的治療効果を,8年間の経

過観察で得られたものについて検討してみる.

すなわち第12麦の通りである.

2% SoditLngltttBn&te額動注群 :遅滞児

の有効率は50-75%で,菅原12)L3)の短期間親祭

による有効率の男子69.2% ･女子75%とほぼ等

しい有効率であった.先天性精神薄弱児では,

男子に20%0-有効率がみられ,てんかん性精神

薄弱児は男子で35%であった.したがって絵合

的には31.8%の有効率がみられる.菅原13)は先

天性精神薄弱児について,5年後の効果を概括

して有効率31.6%と述べているが,これとはぼ

等しい有効率であった,

2% SoditLh gltLt&¶姐te+VihmineBl

賓動注群 :主に先天性精神薄弱児についてであ

るが,治療後8年の有効率33.3%がみられた.

5% SoditLn glpt&nAte饗勧注群 :治療後

8年の効果をみると,先天性精神薄弱児におい

ては,有効 ･不変 ･無効共に33.3%という結果

であり,観察出来た3例のてんかん性精神薄弱

児についても33,3%がみられた.

VOIJ.1,No.2

5% SditL山 'g)tLt&mBte+Vitanhe81

顎動注群 :治療後8年の効果は遅滞児50%,先

天性精神薄帯児35%の有効率であった.

5形 SditIm gltLt&TtI&te+20%GltLCO8e+

Vit&nineBB雫動注群 :注射後3年間の観察

であるが,治療効果よく,45.0%の有効率であ

った.

有効率は被験児の診断種別によってかなり異

なる.とくに後天性,器質性とみられるものは

低劣であることが認められる.各種注射液中5

形 Soditlm gllltam8te+20% 01ucose十Vit8-

mineB8頬動注によるものが,もっとも高い有

効率を示していたが,これは治療後3年間の経

過観察であって,他群の8年間経時所見とは一

律に比較するわけにはゆかない.それにしても

現在の所ではもっともよい冷凍効果がみ られ

ている.

総括的にみて,Sodillm gltltamateの精神薄

弱児一般に対する有効率は,およそ10-35%と

いいうるであろう,そして平均有効率は33.3%

で,不変34.1%,無効32.5%で,その効果は個

々の症例によって大きな閃きがあることに注目

しなければならない.

いずれにせよ,以上のペてきたわれわれの長

期観察による治療結果は総括的にいって,きわ

めて有効と断定するわけにはゆかない.それよ

りもむしろ,以上の成績では,期待に反して悲

観的結果であったといわざるをえないかも知れ

ない.しかしわれわれは Glutamicacidに関

する脳代謝の生化学的研究l一)H)tT)を行いつつ,

第12養 綜 合 判 定 成 績
%:有効率

＼＼＼＼ヾ 用薬剤蒜類

症例分∴-＼
2%グルタミ
ン酸ソーダ

2%グルタミン
敢ソーダ
+
t=''クミンBl

5%グルタミ
ン酸ソーダ

ミ

ー

タ
ソ
ル
酸
グ浴5

i5%

;y･i

グルタミン
酸ソーダ
+

ピタてンBIL誓.崇 ;B-6ゼ_し

遅鞍児(境界線児) 1 50-75%
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その所見を参照考慮しながら臨床的応用を種々

試みてきているし,すでにのべた症例1および

2はその試みのひとつでもあった. これは1に

Soditlmglut&mate注射治療による効果は,種

々の問題が含まれていることが推要されるから

である.

われわれの治療成棟は確かにあまり芳しいも

のではなかったし,また実鯨に本剤による治療

術式にも種々考慮 ･検討すべき問題があると思

われる.しかしながら,ここでわれわれはまた

あるひとつの点を強調しておきたい.それは,

たとえさきほど芳しくなかったとはいえ,治験

例の中にはかなり有効なものがあったこと,秩

言すれば精神薄窺児の薬剤治療は,多分に予測

的ながらあるひとつのく可能性>をその中に蔵

していることである.この点では上述の2症例

に対する治療方法は,今後その方面の研究にな

んらかの示唆を与えるものではないであろうか.

また,それと同時に,結局それらの薬物的効果

を期するためには,精神薄弱児の種類の診断,

またそれぞれの患児の特異な状態に対する一連

の社会 .精神面の粗放的な治療法を確立しなけ

ればならないことも必要と痛感される.じっさ

いに,精神薄弱とひと口にいっても-,そこには

種々の要因が介在しているからである.

ⅤⅠ. 結 び

精神薄弱児165例に対し,2%,5%Sodium

glutamateおよび VitamineB1,20% OlueoBe

+ vitamineB8の混合頚動脈注射,肘静脈注

射療法を施行し,最長8年間の経過親祭を行な

い,つぎのような所見と括論を得た.

1. 知能両(=ついての所見

1)Sodiumglut8mate注射療法による被験

例のすべての精神薄弱児の IQは,注射後8年

において,睦床的に有意な上昇は認められなか

った.すなわち本療法では特殊の例を除いては,

IQの上昇効果はほとんどないとみとめられた.

2)治療後1年は全例に IQの変動がみられ,

歴年令9才以下,平均6才の者にその傾向が強

い.

201

3)境界線児の多くは上昇傾向 (平均 IQ+
2の上昇)をたどり,先天性精神薄弱児は多少

の上昇 (平均 IQ+1･5の上昇),あるいは不変

の傾向であり,稜天性滞神薄弱児においては不

変あるいは低下の傾向がみられた.てんかん性

精神薄弱児では,抗てんかん剤の併用によって

成練が大きく左右される.

4)治療薬の中では5形Sodiumghltamate

5cc+20% GlucoBe5cc+VitAmineBd30mg

額動注がもっとも効果的であった.先天性精神

薄弱児の1例に治療後3年で IQ+11の上昇が

みられた.

2. 惰鋤 ･社会適応性についての所見

1)麿年令9才を境として,それ以下の年令

では動的方向,すなわち活溌 ･不安定 ･発語数

の増加 ･粗暴性の傾向がみられ,暦年令9才以

上では静的方向,すなわち落着きの傾向 ･社会

適応傾向および情動の安定傾向が多くみられ

た.

2)これらの傾向は,治療の%クール時に著

明であった.

3).5% Sodium glutamate5cc+20%

Qluco8e5cc+VitBmineB830mg類動注群が,

情動安定 ･社会適応の効果という点では最大で

あった.

4)情動 ･社会適応面の変化については,袷

療方法もさることながら,患児の生活環境がつ

ねに大きな役割を演ずることが確認された.

5)後天性精神薄弱児は情動面の改善がもっ

とも困難であった.その他の精神薄弱児では約

35%に情動の安定化がもたらされた.

3. その他の所見

1)経時的親祭による捨合成鎌では,精神薄

弱児に対する Sodium gltLtam8te注射療法に

よる有効率は,およそ10-35%であった.しか

しこの有効率は被験者の診断種類や,環境等の

諸因子により大きく左右される.すべてを概括

すれば本療法の効果はおよそ㍊%と推定された.

これは精神薄弱児の薬剤治療の有効性,その将

来の可能を示唆するものであるまいか.

2)効果は脳器官障害の少ないものに大であ
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るという印象をう叶た.

3)Sodillm glutamate注射療法は被験者の

特異な症状に対 して施行されるように改良され

るべきである.そのことについて,今後この方

面の研究に1つの示唆を与えると思われる,節

しい1つの治療方法とその所見とを述べた.

本研究の要旨は第14回東北精神 経々学会総会 (昭和

34年)のシンポジウムで発表した.

御指導,勧校閲下さった和田教授に深謝する.また

本研究は前教授山村博士をはじめとし,菅原,桜田,

佐藤,島田,安斉,堀詫その他の教室員各位の長年の

研究ならびにその卸協力によるものであることを記し

て謝意を表する.

(豊前契学雷学鮎 藷医箪教皇)
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INJECTION THERAPY OF SODIUM ·GLUTAMATE

FOR FEEBLE-MINDEDNESS

A CLINICAL STUDY FOR THE PAST EIGHT YEARS

ZENRYU TANAKA

Department of Neuropsychiatry, Hirosaki University

ABSTRACT

Since 1952, the authors have been

engaged in the intracarotid or venous in­

jection therapy of 2 96 and 5 96 sodium

glutamate and the mixture of 296 and 596

sodium glutamate with Vitamine Bt or 2096

Glucose+Vitamine B6 • Seeking after the

effect of this therapy, especially that in the

post-therapeutic course such as 1-8 years

after cessation of the treatment, clinical

pictures of 135 oligophrenic children, in­

cluding 30 borderline ones, which has been

treated until to-day by means of this

therapy, have been anew examined and

reconsidered at the present time. The results

were compared with" 8 oligophrenic children

without treatment, too.

From various standpoints of view,

improvement due to the therapy was

estimated as 1(}-35 96 in feeble-mindedness,

_ thougp. there, case by case, was a great

deal of variety and a lot of cases showed

certain regressions. During treatment, the

authors found many factors having influences

upon clinical symptoms. The first one was

pathogenesis: symptomatic cases showed

fewer effect than the essentials and the

younger the more effective. The second

one was condition of socio-family circum­

stances in which subjects spent day by day:

the patients under integrated situation, or

added anew some educational programs,

tended to show a good improvement in both

IQ and emotional pattern. Accordingly,

an addition of educational therapy should

be insisted in this therapy.

Concerning the change in IQ during

the treatment, borderline children tended to

show an increase in slight degree, however

the most cases of the essentials showed an

increase in extremely slight degree even 8

years after the treatment. In the symp­

tomatics, including epileptics, there was

almost no remarkable increase. In general,

the cases having a great difference between

the age intelligence, especially aged" above

9 years in life-age, usually showed negative

results.'

The emotional changes following the in-
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jection of the above-mentioned drugs showed

almost a certain tendency ; viz. the changes

in the children under nine years of the age

were toward the dynamic direction, and

those over the age, toward state ones. The

changes iIi emotional pattern and the IQ

gain generally went together, but there

were often exceptions. However, in general,

situation seemed to play a big role upon

emotional pattern.

Jap. J. Child Psychiat. 1 (2) ; 204-223. 1960
-lIS

En passant, two cases of the clinically

improved oligophrenia, to which the treat­

ment of sodium glutamate had been repeated

as a recovery method from the insulin­

induced coma, was described in brief.

c/o Department of Neuropsychiatry

School of Medicine, Hirosaki University

Sagara-cho, Hirosaki, AOMORI


